







改善を要する点





よさ





明日の授業で何をする？








◆学習ルールの定着


　・聞くときの姿勢


　・手の挙げ方


　・返事


























子ども





教師
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◆導入の工夫


　・イラストや模型で興味をひく。


◆関心のもたせ方（聞かせ方）


　・ワークシートを配るタイミング。


　・聞く姿勢作りの指示。


　・発問や指示の内容。


◆板書の構成


　・貼りものと書くことのバランス。


　・中心価値を中央にした。


　・内容の配置。


◆共感の姿勢


　・発表内容を否定しない。


　・受容的傾聴。


　・児童の発言のまとめ方。


◆資料の選定と活用


　・児童の意見から次の発問へ。


　・資料と自分との行き来の構成。


　・親しみやすい資料。


◆説話


　・しっかり教えたところ。


　・目標に沿った説話。


◆授業評価


　・同じ質問を２回することで変容がわかる。


◆その他


　・学級経営が反映されていた。


　・１時間内に振り返りもできていた。


　・根拠を聞いていた。





◆主発問


　・主発問が深まらなかった。


　・生活経験を振り返る場面が浅い。











◆教師の意図に合った指示


　・ワークシートを生かし切れていなかっ


た。


・主題に迫る書き方ができなかった。


◆価値の方向付け


　・勇気の抑えがぶれた。


◆学習過程「広げる」の発問の選定


　・価値がぶれる。





◆その他


・終末の迎え方。


　・別な視点での授業構成。


　・児童の発言をオウム返し。





















































◆主発問


　・生活を振り返りながら、じっくり切り返す、


突っ込む。主発問に時間をかける。


　・資料に共感させ、生活に振り返らせる。


　・題材と子どもの接点をリサーチして授業を構成


する。


◆ワークシートを生かす工夫


　・本時では、主発問に迫る自分の考えをワークシ


ートに書き出させるねらいがあった。だからこ


そ、書き方を丁寧に指示する必要があった。


◆価値の方向付け


　・序盤に、本時で扱う価値の抑えをしておく。


◆学習過程における発問の厳選


　・どのように広げるか、発問を厳選していく。本


時では、ぶれる可能性があった。


◆その他


　・資料の終末にインパクトがあったので、オープ


ンエンドでもよかった。


・早めに資料から抜け出す。


　・自分の生活を振り返る場面を増やす。


　・資料の「ぼく」に共感させる。


　・発達の段階からすると、オウム返ししなくても


よかった。












